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※プログラムの内容は一部変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

開催日時

2026年9月15日（火）
14：45～17：00（受付開始14：00）

対 象 者
中小企業の経営者／経営幹部

参 加 費
3,000円（税込み）
　（支払は当日会場にて現金払い）

定　　員
20名

会場・アクセス

チーム神楽坂チーム神楽坂

モテる会社になる
情報発信術と
ＡＩに強い社長への変身術

モテる会社になる
情報発信術と
ＡＩに強い社長への変身術
～ 取材現場から見えた伸びる会社の広報と実践！

社長のAI活用術 ～
～ 取材現場から見えた伸びる会社の広報と実践！

社長のAI活用術 ～

実経験から学ぶ
継続と発展の経営セミナー

お申込みは
コチラから

お問合せ
神楽坂コンサルティング株式会社
Tel：03-4570-0655
kh-seminar@kagurazaka-consulting.com

主催
神楽坂コンサルティング株式会社
東京都千代田区内神田1-18-11
東京ロイヤルプラザ1014

共催
創創役心ネットワーク

後援
かながわ経済新聞合同会社  
城南経営者協会

右記のQRコードまたは、本
紙裏面の申込用紙に必要事
項を記載いただき、FAXにて
お送りください。 
（詳細は裏面をご覧ください。）

申込方法

▼ 開催概要・プログラム

 14：00 受付開始（開場）

 14：45 ご挨拶

14：50-15：45 中小企業こそ必要な「情報」を武器にする技術
 ～ 自社を「プロモーション」すればすべて解決 ～　※参加特典付き

 　　　　　かながわ経済新聞合同会社 代表 千 葉  龍 太

15：50-16：45 第2回AI講座 ： 明日から仕事が減る
 メール・議事録・経営課題を一気に効率化する「社長の5点指示プロンプト」実践講座

 第3回AI講座：AIを使う会社 vs 使わない会社

 株式会社ユニコーン 代表取締役社長
 　　　　　MBA戦略コンサルタント 趙  涼(CHO RYO)

16：45-16：55 質疑応答＆アンケート

9月
のセミナー
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JR京浜東北・根岸線
神奈川県立かながわ労働プラザ

第３会議室

（神奈川県横浜市中区寿町1-4）
TEL:045-633-5413

JR京浜東北･根岸線
・「石川町駅」
  中華街口（北口）徒歩3分
・「関内駅」  南口徒歩8分

横浜市営地下鉄ブルーライン
・「関内駅」出口1 徒歩12分



神楽坂コンサルティング株式会社

開催セミナーの内容

お問合せ　神楽坂コンサルティング株式会社　Tel：03-4570-0655  kh-seminar@kagurazaka-consulting.com

貴 社 名

所 属

フリガナ

お 名 前

ご 住 所 〒

Te l :  E-mail:

個人情報の取扱いについて
FAX用紙に記載していただいた情報（会社名・部署名・氏名・住所・電話番号・メールアドレスなど）は、セミナー開催に関わる目的以外に利用することはありません。また個人情
報保護法その他の法令に基づき開示が認められる場合を除き、第三者への情報提供も行いません。

FAX申込書 下記にご記入の上、右記までお送りください。 045-548-8735

www.kuruzo.com （ドット来るぞ®）Webサイト
お 申 込 み

CHO RYO

「社長のためのAI実践戦略」（全3回）
第2回AI講座 ：明日から仕事が減る 

メール・議事録・経営課題を一気に効率化する「社長の5点指示プロンプト」実践講座

株式会社ユニコーン 代表取締役社長
MBA戦略コンサルタント 趙  涼

AIに伝わる指示の出し方が分かる
・「目的・相手・材料・形・確認」で作る5点指示プロンプト
・メール返信・議事録・経営課題整理の実演
・複雑な仕事の分け方と安全なAI利用ルール  　　☞「明日から仕事で使える」状態になる
＊第3回 AI講座：AIを使う会社 vs 使わない会社
　～ 半年後に差がつく経営判断 ～ 「経営としてのAI判断」ができるようになる
「社長のためのAI実践戦略」では、AIの基本から業務活用、経営判断までをわかりやすく解
説しつつ、中小企業視点での活用ヒントを提示します。 急速に進化する環境に対応するため、
ChatGPTやメールの具体例、リスクや成功・失敗パターンも交えながら実践ステップを
解説し、現場と経営の両面で成果を出すための行動指針を明確にし、明日からすぐに活用
できる実践力を身につけましょう。

中小企業こそ必要な「情報」を武器にする技術
～ 自社を「プロモーション」すればすべて解決 ～

かながわ経済新聞合同会社代表

　　　　　千 葉  龍 太

企業自らが「発信力」を持って市場にメッセージを届けることが重要性を増しています。
大手企業では「広報部」が当たり前にあるのに、多くの中小企業には広報機能がありません。
たとえ魅力ある製品・技術・サービスを持っていても、それらを知ってもらわないと意味があ
りません。同時に、商機も逃してしまいます。本セミナーでは、中小企業でも即実践できる “伝
わる表現” と “成果につながる広報術” を中心に、具体的な方法論と成功のポイントを学びます。
（経歴）
横浜市神奈川区出身。明治学院大学法学部政治学科卒、法政大学大学院修士環境マネジ
メント学科・環境経営コース専攻。 学校卒業後、就職氷河期を経験。 2000年テレビ朝日
＋朝日新聞のテレビ局「朝日ニュースター」入社、報道制作本部配属アシスタントプロデュー
サー。 01年日刊工業新聞社に転職。相模支局を経て、本社第1産業部（環境ビジネス、環境
省、電機業界など担当記者）、本社第2産業部（紙パルプ業界など担当記者）。 07年神奈川新
聞社入社。 整理部を経て本社統合編集局経済部記者（東京証券取引所、県内上場企業、横浜経
済界、日産自動車など担当）。 13年に起業「かながわ経済新聞」設立。 現在に至る。 現在、日本
初のジャーナリズム専攻を設けた専修大学大学院ジャーナリズム修士課程に在学中。


